
　

弊
社
は
昭
和
4３
年
に
福
山
ゴ

ム
工
業
㈱
の
履
物
製
造
の
関
連

工
場
と
し
て
生
産
を
開
始
し
、

平
成
2
年
に
現
在
の
長
浜
町
拓

海
に
拠
点
を
移
し
ま
し
た
。

　

平
成
1８
年
に
履
物
生
産
か
ら

撤
退
し
、
現
在
は
主
に
建
機
用

の
ゴ
ム
ク
ロ
ー
ラ
を
製
造
し
て

い
ま
す
。
日
本
を
代
表
す
る
メ

ー
カ
ー
に
販
売
し
て
い
て
、
設

計
段
階
か
ら
協
議
し
製
造
し
て

い
ま
す
。

　

弊
社
を
含
め
、
製
造
業
界
を

取
り
巻
く
環
境
は
年
々
厳
し
く

な
っ
て
い
ま
す
。
四
国
で
は
輸
送

コ
ス
ト
が
比
較
的
高
い
こ
と
に

加
え
、
原
材
料
で
あ
る
ゴ
ム
の
値

段
が
数
年
前
に
比
べ
る
と
、
約

１
・
５
倍
に
上
昇
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
を
製
品
に
転
嫁
で
き
な
い

こ
と
が
悩
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
う
い
っ
た
厳
し
い
状
況
下

に
あ
っ
て
も
、
弊
社
は
不
良
品

を
よ
り
減
ら
せ
る
よ
う
に
、
第

一
に
「
品
質
の
向
上
」、
そ
し

て
「
コ
ス
ト
削
減
」
を
常
に
意

識
し
て
い
ま
す
。
製
造
過
程
に

お
い
て
、
ど
ん
な
に
小
さ
な
こ

と
で
も
報
告
す
る
よ
う
指
導
を

徹
底
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
原
料
な
ど
の
供
給
は

本
社
に
頼
っ
て
い
ま
す
が
、
将
来

的
に
は
、
供
給
か
ら
製
造
ま
で

を
長
浜
だ
け
で
行
え
る
環
境
を

整
え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
そ
れ
は
受
け
身
で
は
な
く
、

自
ら
が
行
動
す
る
こ
と
が
大
切

だ
と
思
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

　

弊
社
の
従
業
員
は
約
24
人

で
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
を
市
内
か

ら
雇
用
し
て
い
ま
す
。
従
業
員

を
は
じ
め
、
人
柄
の
い
い
人
が

多
く
い
る
こ
と
が
、
大
洲
の
魅

力
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
安
心
し
て
生
産
活
動
を
継

続
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
顧
客
に
愛
さ

れ
る
均
質
品
を
造
り
、
社
会
に

奉
仕
す
る
こ
と
を
モ
ッ
ト
ー

に
、
本
社
に
負
け
な
い
工
場
を

目
指
し
て
い
き
ま
す
。

【がんばる市内企業の事業活動や事業展開を紹介します】

長浜化成㈱
～顧客に愛される均質品を造る～

◇所在地　大洲市長浜町拓海
◇電　話　52－1236

野　鳥

エゾビタキ（蝦夷鶲）
スズメ目ヒタキ科
大きさ15㎝

　エゾという名前のとおり、カムチャッカ、カラ
フト、中国北東部で繁殖し、春と秋に日本列島を
通過します。特に秋は ８ 月の終わりに訪れ始め、
11月の中旬くらいまで渡ります。
　エゾにはよく似た仲間もいますが、胸に縦じま
模様が一番の決め手で、一番飛来数が多いのも特
徴です。野鳥の少ない夏の終わりに、色付き始め
たクマノミズキを食べている彼らに出会うと、思
わず「ようこそ」と声をかけたくなります。四国
にはお遍路さんにお接待をする習慣がありますが、
人類が現れる遥か昔から、日本列島を通過してい
る彼らにも、ほんの少し、優しい気持ちで自然環
境を守り続けられたら、我々人間にとっても、明
るい未来が開けると思います。

ＮＰＯ法人かわうそ復活プロジェクト㋟

が
ん
ば
る
大
洲
企
業

文化財
金竜寺のイチョウ　
愛媛県指定天然記念物
金竜寺所有

　秋の紅葉する時期、八多喜から戒川へ上る山腹に
ひときわ黄

こ

金
がね

色
いろ

に目立つイチョウがあります。
　これは、金竜寺の境内にあるイチョウで、2本とも
雌株になり最大で根回り1５.1ｍ、枝張りが東西に３0ｍ、
南北に2６ｍ、樹高約３0ｍの大きさです。
　文化 ３ 年（1８0６）、お堂を再建するため当時大木
であったイチョウを伐採して建築の費用に充てた
ことが金竜寺の棟札に記されています。この時伐
採された切り株から発芽したものが現在のイチョ
ウになります。
　樹齢200年を越えているにもかかわらず、イチョウ
の勢いは活発で、紅葉した葉が太陽に照らされると、
山に黄金が浮き出ているように輝いて見えます。

　（昭和44年 2月1８日指定）

シリーズ

広報大洲 11月号 12



と
っ
て
お
き
の
撮
影

ス
ポ
ッ
ト
探
し
て
い
ま
す　

こ
の
ほ
か
、
あ
な
た
だ
け
の
と
っ

て
お
き
の
撮
影
ス
ポ
ッ
ト
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
か
ら
ご
紹
介
い
た
だ
い

た
写
真
・
場
所
は
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
定
期
的
に
紹
介
し
ま

す
。
ぜ
ひ
、
み
な
さ
ん
の
お
勧
め
を

ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

【
情
報
の
提
供
方
法
】

　

様
式
な
ど
は
特
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
題
名
・

コ
メ
ン
ト
・
撮
影
場
所
を
記
載
し
て

く
だ
さ
い
。

　

郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル
・
持
参

い
ず
れ
も
可

【
問
い
合
わ
せ
先
】

商
工
観
光
課
観
光
係　

☎
㉔
２
１
１
１
︵
内
線
５
３
２
︶

℻
㉔
０
０
８
０

メ
ー
ル

syoukoukankouka@
city.ozu.

ehim
e.jp

 【
観
光
係
職
員
の

お
勧
め
シ
ョ
ッ
ト
】 

「
肱
川
に
浮
か
ぶ
庵

（
臥
龍
山
荘
不
老
庵
）」

　

周
囲
の
下
刈
り
を
し
て
、
臥
龍
山
荘
不

老
庵
の
足
下
の
石
垣
と
柱
が
は
っ
き
り
と

見
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今
年
の
冬

は
、
雪
景
色
に
美
し
く
映
え
る
不
老
庵
を

見
る
こ
と
が
で
き
そ
う
で
す
。
不
老
庵
の

対
岸
か
ら
撮
影
で
き
ま
す
。

　「
今
も
残
る
懐
か
し
い
風
景

（
樫
谷
の
棚
田
）」

　

�　

長
浜
町
戒
川
の
樫
谷
地
区
の
棚
田
で

す
。
稲
刈
り
も
終
わ
り
、
き
れ
い
に
刈

ら
れ
た
美
し
い
棚
田
が
見
渡
す
限
り
に

広
が
り
と
て
も
印
象
的
で
す
。

 

大
洲
の
食
育

　
大
洲
市
で
は
、「
大
洲
市
食
育
推
進
計
画
」
に
基
づ
い
て
食
育
の
推
進
を
図

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
活
動
の
一
環
と
し
て
食
に
関
す
る
情
報
を
定
期
的
に
掲
載

し
ま
す
。

　
今
回
は
、
大
洲
市
地
産
地
消
推
進
協
議
会
の
活
動
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

　

大
洲
市
地
産
地
消
推
進
協
議
会
は
、

地
産
地
消
の
推
進
を
目
的
と
し
て
平

成
21
年
度
に
設
立
さ
れ
、
次
の
よ
う

な
取
り
組
み
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

・
オ
リ
ジ
ナ
ル
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
の
開
発

・
学
校
給
食
で
の
大
洲
産
米
の
活
用

・︻
肱
川
・
河
辺
地
区
︼

↔

︻
愛
た
い

菜
︼
を
対
象
と
し
た
、
農
産
物
集
荷

体
制
の
整
備

・
地
産
地
消
啓
発
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の

作
成

・
新
規
作
物
、
品
種
の
栽
培
試
験

　

ま
た
、
当
協
議
会
が
支
援
を
行
っ

て
い
る
大
洲
農
業
高
等
学
校
の
活
動

が
認
め
ら
れ
、
今
年
２
月
に
同
校
が

全
国
地
産
地
消
推
進
協
議
会
会
長

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
来
年
９
月
の
新
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
運
営
開
始
に
あ
わ

せ
、
10
月
～
11
月
の
２
か
月
間
、
昨

年
オ
ー
プ
ン
し
た
愛
た
い
菜
か
ら
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
へ
農
産
物
を
供
給

す
る
実
験
を
行
い
、
問
題
点
の
洗
い

出
し
や
効
率
的
な
供
給
方
法
の
検

討
を
行
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

地
元
の
食
材
を
知
る
こ
と
で
、
食

べ
る
こ
と
へ
の
関
心
が
深
ま
り
、
健

全
な
食
生
活
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

今
後
も
市
民
の
み
な
さ
ん
が
、
よ
り

地
元
の
食
材
に
触
れ
る
機
会
が
増
え

る
よ
う
地
産
地
消
の
取
り
組
み
を
行

っ
て
い
き
ま
す
。

　
地
産
地
消
の
推
進

東京での授賞式

小学校での食育教室
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大
洲
市
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
23

年
６
月
27
日
に
、
新
た
に
左
記
の
２
件

を
大
洲
市
指
定
文
化
財
に
指
定
し
ま
し

た
。

・
大
洲
市
指
定
天
然
記
念
物

　
﹁
村
島
の
白
梅
﹂

　

所
在　

大
洲
市
菅
田
町
菅
田

　

所
有　

個
人

・
大
洲
市
指
定
有
形
文
化
財

︵
歴
史
資
料
︶

　
﹁
韓
魏
公
集
版
木　

６
０
８
点

　
　

附　

収
納
箱　

11
箱
﹂

　

所
在　

大
洲
市
中
村

　

所
有　

大
洲
市
立
博
物
館

　
﹁
村
島
の
白は
く

梅ば
い

﹂
は
、
菅
田
町
上
村

島
地
区
の
県
道
大
洲
野
村
線
沿
い
に
位

置
し
て
い
ま
す
。
樹
齢
３
０
０
年
以
上

の
梅
の
木
で
、
樹
高
が
７
メ
ー
ト
ル
、

根
廻
り
が
２
・
85
メ
ー
ト
ル
と
市
内
で

も
最
大
の
も
の
と
言
え
ま
す
。

　
﹁
韓か
ん

魏ぎ

公こ
う

集し
ゅ
う

版は
ん

木ぎ

﹂
は
、
江
戸
時
代

後
期
に
大
洲
藩
10
代
藩
主
加か

藤と
う

泰や
す

済ず
み

と

11
代
藩
主
泰や
す

幹も
と

の
２
代
に
わ
た
っ
て
刊

行
さ
れ
た
﹃
韓
魏
公
集
﹄
と
呼
ば
れ
る

中
国
の
書
籍
21
冊
分
の
版
木
で
す
。

　

そ
の
総
数
は
６
０
８
点
に
も
上
り
、

代
々
加
藤
家
で
大
切
に
保
管
さ
れ
て
き

た
た
め
保
存
も
良
好
で
、
全
冊
分
す
べ

　

９
月
10
日︵
土
︶、
わ
ら
じ
で
歩
こ
う

坂
本
龍
馬
脱
藩
の
道
の
前
夜
祭
と
し

て
、
河
辺
ふ
る
さ
と
の
宿
で
龍
馬
を
語

る
夕
べ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

前
夜
祭
で
は
、
歴
史
ア
イ
ド
ル
と
し

て
有
名
な
美み

甘か

子こ

さ
ん
の
﹁
龍
馬
の
生

き
方
に
学
ぼ
う
！
﹂
と
題
し
た
講
演
が

あ
り
、
自
分
が
歴
史
ア
イ
ド
ル
に
な
っ

た
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
、
龍
馬
に
ま
つ
わ
る

逸
話
な
ど
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
、
全
国
各
地
か
ら
集
ま
っ
た

51
人
の
龍
馬
フ
ァ
ン
は
、
美
甘
子
さ
ん

の
話
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し

た
。

　

第
２
部
で
は
交
流
会
が
催
さ
れ
、

フ
ァ
ン
同
士
が
龍
馬
に
つ
い
て
熱
く
語

り
合
う
場
面
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

11
日︵
日
︶は
爽
や
か
な
秋
晴
れ
の
も

おおずニュース

大
洲
市
の
指
定
文
化
財
を
新
た
に
指
定

わ
ら
じ
で
歩
こ
う
坂
本
龍
馬
脱
藩
の
道

て
欠
け
る
こ
と
な
く
残
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
も
、
大
変
貴
重
な
歴
史
資
料
で

あ
る
と
言
え
ま
す
。

韓魏公集版木 村島の白梅

と
、﹁
第
23
回
わ
ら
じ
で
歩
こ
う
坂
本

龍
馬
脱
藩
の
道
﹂が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

龍
馬
フ
ァ
ン
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
愛
好

家
な
ど
約
３
０
０
人
の
参
加
が
あ
り
、

市
境
か
ら
一
気
に
脱
藩
の
道
を
駆
け
下

り
る
Ａ
コ
ー
ス
︵
15
㎞
︶
と
、
浪
漫
八

橋
を
散
策
で
き
る
Ｂ
コ
ー
ス
︵
17
㎞
︶

に
分
か
れ
、
龍
馬
の
思
い
を
感
じ
な
が

ら
、
そ
の
足
跡
を
た
ど
り
ま
し
た
。

　

途
中
、
渓
谷
の
美
し
い
﹁
三
杯
谷
﹂

で
は
、
地
元
の
人
た
ち
に
よ
り
、
お
に

ぎ
り
や
温
か
い
味
噌
汁
な
ど
で
も
て
な

さ
れ
、龍
馬
が
宿
泊
し
た
と
さ
れ
る﹁
泉

个
峠
﹂
を
目
指
し
ま
し
た
。

　

起
伏
の
激
し
い
山
道
に
リ
タ
イ
ヤ
す

る
人
も
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
初
秋

の
山
里
で
の
イ
ベ
ン
ト
を
満
喫
し
た
１

日
で
し
た
。
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Information

福祉と健康づくり　「市民のつどい」
　　福祉と健康づくりを推進する「市民のつどい」を、今年も次のとおり開催します。

日　時　11月1₃日 ︵日︶ 午前1₀時～午後3時
会　場　総合福祉センター

記念講演会 　1９７３年､劇団入りし子役デビュー ｡７７年､ “一億人の妹” の キャッチフレー
ズで､アイドル歌手としてデビュー ｡「あこがれ」他多数ヒット｡ドラマ「コメ
ットさん」でブロマイド売上が 2年連続１位になるなど絶大な人気を誇る｡ 
　200８年､自身のパニック障害10年間の闘病から克服までをテレビ・新聞など
に告白後は、同じ病気の人やさまざまな悩みを抱え苦しんでいる人からたく
さんの相談を受けるが、自身の経験のみの対応に限界を感じ、認知行動療法
などの専門知識を学び、心理カウンセラーの資格（日本推進カウンセラー協
会認定）を取得。以後、メール・電話・対面による心理カウンセリングを開始し、
現在まで数百人に認知行動療法・来談者中心療法を行っている。

午後１時～２時３0分
「こころのメカニズム
　を知って、ストレス
　　対策をしましょう」

講師　大場　久美子先生

催し物
一　覧

☆健康・相談コーナー

　　介護、福祉、年金、運動、食育、心の
　　健康づくり、栄養などの相談
☆展示・即売コーナー

　　心をこめた手作り作品

☆人権啓発コーナー
　　人権パネル展
☆生活環境コーナー
　　ゴミ分別クイズ
☆フリーマーケット
　　家庭の不用品を販売

【問い合わせ先】　社会福祉課 ☎２₄－１₇１₅（直通）

　
肱
川
あ
ら
し
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
募
集

　

肱
川
河
口
で
は
、
秋
か
ら
冬
に
か
け

て
冷
気
に
霧
を
伴
っ
た「
肱
川
あ
ら
し
」

が
発
生
し
ま
す
。

　

こ
の
「
肱
川
あ
ら
し
」
を
テ
ー
マ
と

し
た
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
に
ご
応
募
く

だ
さ
い
。

【
応
募
先
・
問
い
合
わ
せ
先
】

〒
７
９
９

・

３
４
０
１

大
洲
市
長
浜
甲
４
８
０

・

３

肱
川
あ
ら
し
実
行
委
員
会

（
長
浜
支
所
地
域
振
興
課
内
）

☎
�
１
１
１
１

※
㈱
ラ
ボ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
取
引
の
各
写

真
店
を
経
由
し
て
の
応
募
も
で
き
ま
す
。

【
応
募
期
間
】

11
月
１
日
㈫
～
平
成
24
年
１
月
３1
日
㈫

【
応
募
上
の
注
意
】

・ 

写
真
の
サ
イ
ズ
は
、
カ
ラ
ー
プ
リ
ン

ト
四
つ
切
り
（
ワ
イ
ド
四
つ
切
り
可
）

・ 

応
募
作
品
は
、
１
人
３
点
ま
で
と
し
、

今
シ
ー
ズ
ン
中
に
撮
影
し
た
未
発
表

の
も
の
に
限
り
ま
す
。

・ 

人
物
が
写
っ
て
い
る
作
品
は
、
本
人

（
被
写
体
）
の
承
諾
を
得
た
上
で
応
募

し
て
く
だ
さ
い
。

・ 

作
品
は
、
応
募
者
本
人
が
撮
影
し
た

も
の
に
限
り
ま
す
。
他
人
の
名
前
を

使
用
し
た
場
合
は
失
格
に
な
り
ま
す
。

・ 

応
募
票
（
自
作
可
）
に
必
要
事
項
を

明
記
の
上
、
作
品
裏
面
に
添
付
し
て

く
だ
さ
い
。

・ 

応
募
作
品
の
版
権
は
、
主
催
者
側
に

帰
属
し
ま
す
。

・ 

入
賞
者
は
、
所
定
の
日
ま
で
に
ネ
ガ

ま
た
は
電
子
デ
ー
タ
を
主
催
者
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
入
賞
は
、
１
人
１
賞
と
し
ま
す
。

　

応
募
作
品
は
、
返
却
し
ま
せ
ん
。

・ 

デ
ジ
タ
ル
・
カ
ラ
ー
フ
ィ
ル
ム
い
ず
れ

の
応
募
も
可
能
で
す
が
、
合
成
写
真

は
応
募
作
品
と
し
て
認
め
ま
せ
ん
。

【
発
表
】
平
成
24
年
２
月
下
旬

　

愛
媛
新
聞
紙
上
（
入
賞
者
に
は
直
接

通
知
し
ま
す
。）

【

賞

】

　

推
薦
１
名　
　

賞
状
と
賞
金
２
万
円

　

特
選
２
名　
　

賞
状
と
賞
金
１
万
円

　

準
特
選
３
名　

賞
状
と
賞
金
３
千
円

　

佳
作
５
名　
　

賞
状
と
特
産
品

「応募票」様式

肱川あらしフォトコンテスト応募票
題　　 名

（フリガナ）
氏　　 名

住　　 所
〒□□□―□□□□

電話番号
撮影年月日 平成　年　月　日
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